
福岡県庁で化学職として一緒に働いてみませんか？

環境政策課、環境保全課、循環型社会推進課、廃棄物対策課、監視

指導課、自然環境課において、施策の企画立案を含む環境行政全般

の業務を行っています。化学職の具体的な役割としては、企画広報、

国際環境協力、地球温暖化対策、大気や水質等のモニタリング、資源

循環の推進、産業廃棄物の適正処理の推進、環境アセスメントの審

査などがあります。県の環境行政の取組は、環境白書として毎年公

表しています。

本庁 環境部（６課）

現場での実行を担う各事務所では、地域の方や事業者と直接

応対する機会が多くあります。地域環境課（係）では、自然公園や

浄化槽に関する届出審査、野生鳥獣の調査のほか、水辺教室等の

環境に関するイベントなどを実施します。

また、環境指導課（係）では、公害・廃棄物関係法令の審査や立

入、河川等の水質や大気、土壌の定期的な調査のほか、河川の汚

染事故や不法投棄などの突発的な現場対応にも従事します。

出先機関 保健福祉環境事務所（県内6か所）

仕事内容と主な勤務先

福岡県化学職 採用案内

化学職は主として本庁の環境部、または、出先機関であ

る保健福祉環境事務所の環境部門に配属され、福岡県の

環境行政を担っています。

環境部以外の配属先としては、商工部の水素エネルギ

ー関係部署、県土整備部の水道関係部署、また、県以外で

の勤務としてリサイクル総合研究事業化センターや下水道

管理センターへの派遣などがあります。

勤務中の様子

保健福祉環境事務所が主催する水辺教室の様子



一言メッセージ

化学職の配属先といえば、本庁か保

健福祉環境事務所が代表的ですが、

外郭団体であるリ総研も配属先の一

つです。民間事業者と連携して実施

するプロジェクト事業の目標達成に

向けて、自ら方針を決め事業を遂行

していくことは、とてもやりがいがあ

ります。

これまでの県歴

入庁～３年目 環境部環境保全課 技師

４年目～ リサイクル総合研究事業化センター 主任技師

一日の流れ

８：００ 業務開始：メールチェックなどを行います。

９：００ 朝礼と資料作成：朝礼では、班内の予定確認と情報

共有を行います。朝礼後は、資料作成等の事務処理

を行います。

１１：００ 打合せ：班で事業の進捗確認や進め方について協議

します。プロジェクト事業の遂行は一筋縄ではいか

ないので、対応方針を話し合い、乗り越えていきま

す。

１４：００ 出張：医薬品が入っていたプラスチックボトルを使

用済プラスチックとして回収している薬局へインタ

ビューを行いました。

１６：４５ 退庁：この日は出張先から直帰しました。遠方から

通勤しているため、出張は直帰できる時間に組むこ

とが多いです。

入庁4年目
リサイクル総合研究
事業化センター
主任技師

一言メッセージ

対応する公害苦情は様々で、苦情

の内容によっては市役所や土木・農

林事務所に加え警察・消防とも連

携します。それぞれの所属担当者と

協力して、不適正処理事案や事故

に対応し解決していくのは、とても

やりがいを感じます。

これまでの県歴

入庁 ～３年目 環境部廃棄物対策課 技師～主任技師

４年目～７年目 嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所 主任技師

８年目～現在 筑紫保健福祉環境事務所 主任技師～技術主査

一日の流れ

８：３０ 業務開始：メールチェックを行い、回覧物の確認、

課内ミーティングなどを行います。

１０：００ 立入検査：継続指導中の産業廃棄物の不適正処理現

場へ立入し、改善状況の確認と今後の適正処理指導

を行います。

１３：００ 書類審査：水質汚濁防止法に関する届出書の審査を

行います。市町村からの補助事業の申請書類を確認

したり国への提出書類の作成を行います。

１５：００ 苦情対応：住民から「近所に廃棄物が持ち込まれて

いる」との苦情通報があり、市役所の職員と合同で

現地調査を実施します。

１７：１５ 退庁：子どもを保育園へ迎えに行きます。

入庁９年目
筑紫保健福祉
環境事務所
主任主事

若手職員の一日

case01

case02

福岡県職員 化学職志望者向けパンフレットがこちらのQRコードからダウンロードできます。

各所属における詳細な仕事内容や、他の若手職員の一日に加え、化学職の仕事のイメージを

具体的に持っていただけるよう作成しました。是非、ご覧ください！



人材育成の取組

上記階層別研修のほかにも、環境省への職員派遣や、実務処理力向上を図る「環境指導業務研修」、環境
省環境調査研修所が主催する各種行政研修を受講することができます。また、化学職等の福岡県職員で構成
されている「福岡県環境保全技術者の会」では、会員の資質向上等のため、研修会や交流会、資格取得に対
する助成等の活動を行っています。

先輩職員からのメッセージ

環境部長

主な県歴
・昭和６３年 入庁
・令和元年 環境部循環型社会推進課長
・令和４年 環境部次長
・令和５年 環境部長

環境行政も、いわゆる公害問題から廃棄物の不適正処理、そして地球温暖化、海洋プラスチックごみ問
題など多岐にわたっています。課題はグローバルでも実際に起こっている事象は日常生活に密着したもの
で、地方公務員が果たす役割は益々重要になっています。

法律や科学的根拠をもとにじっくり考えることも大事ですが、現場に行って確かめる、関係者の話を聞
くということも重要です。今起こっていること、そしてこの先起こりそうなことにアンテナを高く張って、
あきらめずに挑戦することが求められています。

福岡県、そして日本、地球の環境保全のためにがんばってみたいと思う方、是非福岡県の化学職として
一緒に仕事をしましょう。

受験者の皆さんへ

職層 人事配置の考え方 階層別研修

技師

20代前半
～20代後半

〇新規採用職員研修
〇技師研修
（採用３年目又は５年目）
〇主任昇任研修

技術主査

30代後半
～40代前半

〇主査研修

ライン係長
40代前半
～40代半ば

課長補佐
40代半ば
～50代前半

〇係長研修

〇課長補佐研修

課長

次長

部長

50代半ば～

〇課長級研修
〇所属長研修

〇主任選択必修研修

（主任昇任後５年目）

主任技師

20代後半
～30代後半

＜採用後10年間（早期人材育成期間＞

○ 本庁と出先機関の人事交流や異なる部門を経験
することを基本とした人事配置

○ 多様な業務を経験させるため異動年限は３～５年

○ 本人の適性を踏まえながら、引き続き、将来の
キャリア形成の幅を広げることを意識した人事配置

○ 専門性を高めるため異動年限は５年

○ これまでの職務経験や本人の適性等を踏まえた
人事配置

○ 異動の目安は２～３年



勤務条件など

勤務時間・休暇

勤務時間は７時間４５分が基本です。始業時間は①８時～②８時３０分～、③９時～、④９時３０分～、⑤１０時～ の中から選択

（１日単位で選択可）できます。

休日は土曜日・日曜日（完全週休２日制）、祝日、年末年始です。年次休暇は１暦年毎に２０日あり、最大２０日まで翌年に繰り越

すことができます。そのほか有給休暇として、特別休暇（夏季（６日間）、結婚、長期勤続、忌引等）、病気休暇の制度があります。

※窓口・施設など部署により、勤務時間や休日が異なる場合があります。

給与

働きやすい職場を目指しています

・ワーク・ライフ・バランスの推進

毎週水曜日と金曜日、毎月１９日（育児の日）を全庁一斉定時退庁日としていることに加え、毎年７月及び８月のそれ

ぞれ第３週を定時退庁推進週間としています。

さらに、１日の勤務終了後から翌日の勤務開始までの間に原則として１１時間以上のインターバル（休息）時間を確保する

「勤務間インターバル」や、年間を通して連続休暇（１０日以上の連続休暇を２回以上）の取得を促す
「連続休暇取得促進」の取組みを推進しています。

・子育てしやすい環境の整備

産前産後休暇や育児休業のほか、育児短時間勤務、父親育児休暇、子の看護休暇など、子育て支援のための制度を設けて

います。

また、本県の独自策として、仕事と育児を両立しやすい職場環境をつくるため、育児休業を取得した職員の業務を分担した

同僚職員に対して勤勉手当の加算を行っています。（令和５年度男性育児休業取得率は７５．０％）

・働き方改革の推進

全ての職員がワーク・ライフ・バランスを実現しながら、それぞれの能力を十分に発揮できる、働きやすい県庁をめざした

「働き方改革」を推進しています。特に、慣習にとらわれない若手職員のアイデアを提案として取り入れる「若手職員
による業務の見直し」や県の将来の発展に向けて取るべき方向や政策について職員が自主的に研究、提言する
「未来への提言」などを通じて、若い職員の発想や提案を積極的に取り込み、県庁の活性化、風通しの良い職場づくりを
進めています。

化学職の業務に関する問合せ 試験に関する問合せ
福岡県環境部環境政策課 福岡県人事委員会事務局任用課
電話番号：０９２-６４３-３３５４ 電話番号：092-643-3956
メールアドレス： kansei@pref.fukuoka.lg.jp    メールアドレス： saiyo@pref.fukuoka.lg.jp

※試験の実施状況や応募方法等、詳しくは県のホームページをご確認ください

＜初任給＞ ＜モデル給与＞30歳、扶養家族の配偶者と子１人、家賃6万1千円の場合

試験の種類 初任給 基本給 273,200円

Ⅰ類試験（大学卒業程度） 240,000円程度 地域手当 15,600円

※職歴・学歴・経験年数により加算される場合があります。 扶養手当(配偶者,子１人） 16,500円

住居手当 28,000円

通勤手当(受給者の平均) 18,200円

合計 351,500円

※このほか、通勤手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当がそれぞ

れの条件に応じて支給されます。

※このほか、正規の勤務時間を超えて勤務した場合には時間外勤務手

当が支給されます。

初任給およびモデル給与は次のとおりです（令和７年１月現在）。また、期末・勤勉手当（ボーナス）が1年間に約4.6月分支給さ

れます。ただし、これらの額は条例などの改正により変更になることがあります。


